
 

令和２年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校国語） 

１ 第 4 学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

57.4% 
(13 問中 7.5 問) 6.86% 46.8% 21.3% 39.1% 66.0% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

一（１） 「市場」を漢字で書く 短答 71.5% 3.1%   

一（２） 「農家」の読み 短答 91.7% 1.5%   

一（３） 「寒（い）」を漢字で書く 短答 52.0% 4.6%   

一（４） 「親切」の読み 短答 91.4% 2.1%   

二 「日記」をローマ字で書く 短答 33.0% 14.0% 33.2% 17.6% 

２ 

一１ 文の主語を選択する（単文） 選択 69.0% 1.0% 65.2% 1.1% 

一２ 文の主語を選択する（単文） 選択 55.4% 1.2% 49.5% 1.2% 

二 指示語が指し示す内容を選択する 選択 63.9% 2.4%   

３ 

一 登場人物の行動のきっかけを読み取る 選択 63.5% 4.4%   

二 
登場人物の台詞を読むときに，工夫することとそ

の理由を 40 字以上 80 字以内で記述する 
記述 14.6% 15.8%   

４ 

一 
調べた内容に対応している「発表メモ」の項目を

選択する 
選択 63.8% 7.8%   

二（１） 
「発表原稿」の中で，「こちらの【し料】を見てく

ださい。」という一文を加える場所を選択する 
選択 48.7% 12.2%   

二（２） 

「三重県でお茶づくりがよく行われている理由」

となる内容を資料から全て取り上げ，50 字以上

70 字以内で記述する 

記述 28.0% 19.0%   
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【成果と課題】 

・文の主語を選択することに，やや改善が見られました。 

・登場人物の台詞を読むときに，工夫することとその理由を記述することに課題

が見られます。 

・提示された資料から問われている内容に当てはまるものを全て取り上げ，まと

めることに課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ４二(2)の設問 （正答率：28.0%）                                 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② 解答類型 
問題 
番号 

解 答 類 型 正答 
正答率 
無解答率 

４ 二

(2) 

（正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

①【調べた内容】にある，以下の内容を両方取り上げて書いている。 

 ａ「一年間の気温や雨の量などが，お茶作りに向いている」 

 ｂ「海や山などのしぜんがゆたかなことが，お茶作りに向いている」 

②発表にふさわしい表現（敬体）で書いている。 

③書き出しの言葉につづけ，50 字以上，70 字以内で書いている。 

  

（正答例） 

・（なぜなら，）三重県は，一年間の気温や雨の量などがお茶作りに向

いていて，海や山などのしぜんがゆたかなことも，お茶作りに向い

ているからです。（67 字） 

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎ 28.0％ 

２ 条件①，②を満たしているが，条件③は満たしていないもの    

３ 
条件①を満たしているが，条件②は満たしていないもの 

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 
  

４ 
条件②を満たしているが，条件①は満たしていないもの 

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 
  

９ 上記以外の解答   

０ 無解答  19.0％ 

 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

    相手に伝わるように，話の構成を考えることができるよう指導する 

Ａ 話すこと・聞くこと（１）イ 

【第 1 学年及び第 2 学年】 

・相手に伝わるように，行動したことや経験したことに基づいて，話す事柄

の順序を考えること。 

【第３学年及び第４学年】 

・相手に伝わるように，理由や事例などを挙げながら，話の中心が明確にな

るよう話の構成を考えること。 

指導に当たっては，具体的な相手や目的を意識して，伝えたいことがよく伝

わるよう，理由や事例を選ぶことができるようにすることが大切です。例えば，

調べた内容を報告する場合は，相手が知らないことを踏まえ，丁寧に理由付け

をしたり，相手にとって理解しやすい事例を挙げたりする必要があります。 

その際，集めた資料から必要な内容を過不足なく取り上げられるよう，読む

ことウ「目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要約すること。」との関

連を図ったり，相手に十分伝わっているかを判断できるよう，知識及び技能の

（１）イ「相手を見て話したり聞いたりするとともに，言葉の抑揚や強弱，間

の取り方などに注意して話すこと。」との関連を図ったりすることで指導の効果

を高めることが考えられます。   

 

 

 



 

④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー

ド「し料」でダウンロードできます。 

 

 



 

2 第 5 学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

46.2% 
(16 問中 7.4 問) 15.27% 33.2% 33.1% 45.7% 52.2% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 ※網掛けは，正答率が過去より 5 ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

一（１） 「新（しく）」の読み 短答 93.4% 1.2%   

一（２） 「全（く）」を漢字で書く 短答 48.7% 20.0%   

一（３） 「筆順」の読み 短答 78.3% 5.1%   

一（４） 「関心」を漢字で書く 短答 30.9% 8.3% 36.3% 4.6% 

一（５） 「静（か）」を漢字で書く 短答 80.0% 4.7%   

二（１） 指示された述語に対する主語を選択する（複文） 選択 38.0% 6.3% 40.3% 4.3% 

二（２） 
主語と述語のつながりが合っていない文を正しく書

き直す 
短答 20.6% 9.7% 38.1% 7.6% 

三 接続語を使って一文を二文に分けて書く 短答 27.8% 23.0% 47.3% 11.7% 

２ 

一 
説明的文章を読み，「たとえば，食べものや薬品など

です。」という一文が入る場所を選択する 
選択 41.6% 6.1% 44.0% 3.6% 

二 

ビタミン類がふくまれる栄養ドリンクなどは茶色の

びんにいれられている理由を，文章中の言葉を使って

30 字以上 60 字以内で記述する 

記述 39.3% 7.4% 47.8% 5.1% 

３ 

一 
登場人物の気持ちの変化を説明した文として適切な

ものを選択する 
選択 78.0% 6.4%   

二 
示された文の文末のみが常体で書かれてあることに

気づき，その文を適切に敬体に書き直す 
短答 38.9% 18.7%   

三 

心に残った表現を引用し，引用した理由を文章の内容

と自分の経験とを結び付けて 80 字以上 120 字以内

で記述する 

記述 23.9% 35.1%   

４ 

一 
話し合いを基に作成した報告で示す資料として，適切

なものを選択する 
選択 54.1% 18.3%   

二 

【報告内容】の空欄に当てはまるよう，【アンケート

結果】から分かることを数字を入れて 50 字以上 60

字以内で記述する 

記述 9.2% 43.8%   

三 
【話し合いの様子】の空欄に当てはまる質問として適

切なものを選択する 
選択 36.2% 30.2%   
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【成果と課題】 

・漢字を正しく読むことができています。 
・同音異義語を文脈の中で正しく使うことに課題が見られます。 
・主語と述語のつながりが正しい文を書いたり，接続語を使って一文を二文に 
書き換えたりすることに課題が見られます。 

・アンケート結果から分かることを条件に基づいてまとめることに課題が見ら
れます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ４二の設問 （正答率：9.2%）                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 解答類型 
問題 
番号 

解 答 類 型 正答 
正答率 
無解答率 

４ 二 （正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

①質問２の結果から分かる以下の内容を，両方とも書いている。 

 ａ「一番多かったのが，学校の図書館へ行ったことで，17 人いた

こと」 

 ｂ「二番目に多かったのが，友だちに本をすすめられたことで，8

人いたこと」 

②数字を入れて書いている。 

③発表にふさわしい言葉づかい（敬体）で書いている。 

④50 字以上，60 字以内で書いている。 

  

（正答例） 

・学校の図書室へ行ったことが最も多く，十七人でした。二番目に多

かったのは，友だちに本をすすめられたことの八人でした。（57字） 

１ 条件①，②，③，④を満たして解答しているもの ◎ 9.2％ 

２ 
条件①，②，③を満たしているが，条件④は満たしていないも

の  
  

 

 



 

３ 
条件①，②を満たしているが，条件③は満たしていないもの 

＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。 
  

４ 
条件①，③を満たしているが，条件②は満たしていないもの 

＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。 
  

５ 

条件②，③を満たしているが，条件①ａまたはｂのいずれか一

方を満たしていないもの 

＊条件④を満たしているかどうかは不問とする。 

  

９ 上記以外の解答   

０ 無解答  43.8％ 

 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

    筋道を立てた構成で話すことができるよう指導する 

Ａ 話すこと・聞くこと（１）イ 

【第 1 学年及び第 2 学年】 

・相手に伝わるように，行動したことや経験したことに基づいて，話す事柄

の順序を考えること。 

【第３学年及び第４学年】 

・相手に伝わるように，理由や事例などを挙げながら，話の中心が明確にな

るよう話の構成を考えること。 

【第 5 学年及び第 6 学年】 

 ・話の内容が明確になるように，事実と感想，意見とを区別するなど，話の

構成を考えること。 

指導に当たっては，話の中心が明確になるよう，理由や事例を挙げたり事実

と感想，意見とを区別したりして構成を考えることができるよう指導すること

大切です。例えば，調べた内容を報告する場合は，初めに話の中心である「何

について調べたのか」「なぜ調べようと思ったのか」などを述べ，「調べた結果」

を具体的な数値など挙げながら述べたり，初めに提示した内容と結論とがずれ

ないようにしたりする必要があります。また，調べた内容と自分の意見とを区

別して述べるため，文末の表現に注意することも大切です。 

その際，考えとそれを支える理由や事例を明確にするため，知識及び技能の

（２）情報の扱い方に関する事項との関連を図ることで指導の効果を高めるこ

とが考えられます。   

 

④ 課題に対応したワークシート 

   ※１（４）④と同一。「小４ し料を読んで自分の考えを話そう」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑤ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例（小学校） 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 



 

令和２年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校算数） 

１ 第 4学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

51.8% 
(15問中 7.8問) 3.81% 52.0% 58.9% 46.1% 57.1% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

（１） 214×37を計算する 短答 67.7% 2.2% 71.6% 0.9% 

（２） 15は５の何倍かを求める式と答えを書く 短答 76.9% 1.0%   

（３） 
12÷４の式で求められる問題をすべて選択 

する 
選択 37.2% 1.3% 31.1% 1.1% 

２ 

（１） 
色をぬった部分の長さが 2/3mのテープを 

選択する 
選択 20.5% 1.0% 23.9% 0.8% 

（２） １円玉の直径の長さを選択する 選択 70.6% 1.0% 70.6% 0.4% 

（３） 
午前 10時 30分から午後１時 15分までの時

間を求める 
短答 47.3% 1.4% 44.3% 1.6% 

３ 

（１） 

円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形

が，二等辺三角形になる理由を円の性質を基
に説明する。 

短答 38.7% 6.4%   

（２） 
円の性質を使って，正三角形を作図する方法

を説明する 
記述 26.6% 6.3%   

（３） 
二等辺三角形を組み合わせてできる形をすべ

て選択する 
選択 48.5% 4.5%   

４ 

（１） 
棒グラフを見て，２番目に人数の多い場所を

選択する 
選択 83.2% 2.2% 80.0% 3.5% 

（２） 

棒グラフから，動物園に行きたい人と水族館
に行きたい人では，どちらのほうが何人多い

かを求める 
短答 61.8% 2.7% 58.7% 3.8% 

（３） 
２つの棒グラフの目盛りの違いに着目し，示

された事柄の違いについて説明する 
記述 46.3% 3.9% 47.6% 4.9% 

５ 

（１） 
100−79 の暗算の仕方について，適切なもの

を選択する 
選択 52.1% 4.3%   

（２） 100-62の暗算の仕方を説明する 短答 42.6% 8.8%   

（３） 
56＋38 の暗算の仕方の説明について，空欄

に当てはまる適切な内容を書く 
短答 57.1% 10.3%   
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【成果と課題】 

・「棒グラフから必要な情報を読み取ること」「棒グラフから必要な数値や差を読

み取ること」の問題で，改善が見られました。 

・「整数の除法の意味」を問う問題について，改善が見られるものの，依然とし

て課題が見られます。 

・「分数の意味」を問う問題について，「１を何等分しているか」の定着が図られ

ていません。 

・二等辺三角形を，円の性質と関連付けて捉えることに課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ２（１）の設問 （正答率：20.5%）                                 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② 解答類型 

 
問題 
番号 

解 答 類 型 正答 
正答率 
無解答率 

２ (1) １ イ  と解答しているもの ◎ 20.5％ 

２ ア  と解答しているもの   

３ ウ  と解答しているもの   

４ エ  と解答しているもの   

９ 上記以外の解答   

０ 無解答  1.0％ 

 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

「具体物を３等分したものの二つ分の大きさ」と，「測定したときの量の大 

きさ」の意味の捉え方が理解できるよう指導する 

Ａ 数と計算 

【第３学年】（６）分数の意味と表し方 

 分数とその表し方に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア） 等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数を

用いることを知ること。また，分数の表し方について知ること。 

指導に当たっては，「具体物を３等分したものの二つ分の大きさ」と，「 Ｌ，  

ｍのように，測定したときの量の大きさ」の分数の意味について，理解できる 

ようにすることが大切です。 

例えば，下の図のような２ｍのテープがあるとします。このとき，テープの

色が付いた部分はテープ全体の  です。だから，テープ全体の長さが 

２ｍだとすると，色が付いた部分の長さは，２ｍの  であるといえます。一方，

実際の長さを分数で表すと２ｍの は１ｍの  なので，  ｍになります。 

 「測定したときの量の大きさ」を分数で表すときには，もとの大きさ（１Lや

１ｍ）に注目して指導するとともに，２Ｌを３等分した１つ分の量が  Ｌにな

ることを，言葉や図で説明する活動を取り入れたり，児童の実態に応じて，リ

ットルますの図を示したワークシートを用いたり，実際に操作させたりするこ

とが大切です。 
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④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー

ド「長さ」でダウンロードできます。 

 



 

⑤ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例（小学校） 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 

 



 

２ 第５学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

50.9% 
(15問中 8.7問) 6.23% 48.0% 45.1% 70.8% 51.1% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

（１） 6.79-0.8を計算する 短答 67.2% 0.7% 70.9% 0.6% 

（２） 
棒グラフから数値を読み取り，2010 年の使

用量は 1980年の使用量の約何倍かを求める 
短答 60.3% 1.5% 82.1% 0.6% 

（３） 
4.2÷６の式で求められる問題をすべて選択

する 
選択 47.4% 0.8% 37.3% 0.9% 

２ 

（１） 
色をぬった部分の長さが3/4mのテープを選

択する 
選択 36.3% 0.5%   

（２） 180°以上の角の大きさを求める 短答 56.5% 0.6% 24.2% 0.3% 

（３） 
示された文章から山頂からふもとまで山を下

るのにかかった時間を求める 
短答 17.8% 4.7%   

３ 

（１） 

パンジーの数を求める３つの式（４×５＝

20，３×４＝12，20＋12＝32）を１つの式

で表す 

短答 76.9% 4.0% 77.3% 4.9% 

（２） 
白いパンジーの１列が４株あるとして立てた

式を選択する 
選択 69.1% 3.2% 65.6% 4.2% 

（３） 

たくみさんの説明をもとに，赤いパンジーを

60かぶ植える場合，白いパンジーが何かぶ必

要かを求める方法を説明する 

記述 29.1% 20.9% 26.0% 25.8% 

４ 

（１） 
長方形を１本の対角線で切ったときにできる

図形の名前を選択する 
選択 70.8% 1.2% 78.6% 1.8% 

（２） 
示された図形の面積の求め方について，空欄

に当てはまる式を書く 
短答 82.5% 3.6%   

（３） 

「６」「12」「18」がどの図形の面積を表して

いるのかわかるようにして，「６+12+18」の

式の意味を説明する 

記述 23.5% 17.4%   
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５ 

（１） 
折れ線グラフから，気温が何度上がったかを

求める 
短答 63.3% 4.1%   

（２）

あ 

折れ線グラフと棒グラフを対応させ，折れ線

グラフがどの市のものであるかを選択する 
選択 33.7% 5.4%   

（２）

いうえ 

「あ」で市を選択する際に着目した点につい

て，折れ線グラフから 1時間の気温の変化を

読む 

短答 51.8% 9.0%   

（２）

お 

「あ」で選択した市を選択した理由を，折れ

線グラフで注目した点と各市の棒グラフを対

応させて説明する 

記述 22.2% 19.9%   

（３） 
棒グラフと折れ線グラフの両方が示されたグ

ラフからわかることを選択する 
選択 57.0% 8.3% 52.6% 12.1% 

【成果と課題】 

・「180°以上の角の大きさを求めること」では，正答率が 56.5％であるもの

の，過去に比べて改善が図られています。 

・示された情報を基に，時間を求めることに課題が見られます。 

・「示された式の意味を説明すること」について，課題が見られます。 

・示された内容を解釈し，どのように求めたのかを説明することについて，課題

が見られます。 

・折れ線グラフと棒グラフから情報を読み取り，判断した理由を説明することに

ついて課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ４（３）の設問 （正答率：23.5%）                                 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 



 

② 解答類型 

 
問題 
番号 

解 答 類 型 正答 
正答率 
無解答率 

４ (3) （正答の条件） 

次の①，②，③，④の全てを書いている 

① ６が，○う（縦２㎝，横３㎝）の長方形の面積を表していること 

② 12 が，○え（縦４㎝，横３㎝）の長方形の面積を表していること 

③ 18 が，○お（縦６㎝，横３㎝）の長方形の面積を表していること 

④ 加法が，○う，○え，○おの３つの長方形の面積を合わせていること

を表していること 

「６＋12＋18 は，図１の形の面積を表しています」などでも可 
  

（正答例） 

６は，たて２㎝，横３㎝の長方形○うの面積を表しています。 

12 は，たて４㎝，横３㎝の長方形○えの面積を表しています。 

18 は，たて６㎝，横３㎝の長方形○おの面積を表しています。 

６＋12＋18 は，これら３つの長方形○う，○え，○おの面積を合わ 

せていることを表しています。 

１ ①，②，③，④の全てを書いているもの ◎ 23.5％ 

２ 

④を書き，それぞれが長方形の面積であることは書いている 

が，説明する対象が明確ではないもの，または対象を誤って書 

いているもの  

  

３ ①，②，③を書いているもの   

４ 
それぞれが長方形の面積であることは書いているが，説明する

対象が明確ではないもの，または対象を誤って書いているもの 
  

5 ④を書いているもの   

6 
【あやかさんの求め方】以外の，図１の形の面積の求め方の 

説明を書いているもの 
  

９ 上記以外の解答   

０ 無解答  17.4％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント 

「問われている内容は何か」を適切に捉え，式の意味を説明できるよう指

導する 

Ｂ 図形 

【第４学年】（４）平面図形の面積  

 平面図形の面積に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）面積の単位（平方センチメートル（㎠），平方メートル（㎡），平方 

キロメートル（㎢））について知ること。 

（イ）正方形及び長方形の面積の計算による求め方について理解すること。 

  イ 次のような思考力，判断力，表現力を身に付けること。 

  （ア）面積の単位や図形を構成する要素に着目し，図形の面積の求め方を考

えるとともに，面積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考察す

ること。 

指導に当たっては，長方形や正方形，及びそれらを組み合わせた図形の面積

を求める際，計算によって面積を求める方法について考えることができるよう

になることが大切です。その際，正方形や長方形では，辺にそって単位正方形

が規則正しく並んでいるので，乗法を用いると，その個数を手際よく求めるこ

とができるよさに気付き，計算を用いて面積を求めたり，（長方形の面積）＝（縦）

×（横）（又は（横）×（縦））という公式を見いだしたりすることが大切です。 

あわせて，図形の面積を，既習の求積公式を活用して求め，求め方について

説明することができるように指導します。例えば，本設問を用いて，図２の面

積の求め方を考察し式で表現して，面積の求め方について説明し合う活動が考

えられます。その際，図形の構成についての見方と考え方を働かせ，面積の公

式を知っている図形を見いだすことができるようにすることが大切です。さら

に，面積の求め方について，「６や 12や 18は何を表していますか。」や「６＋

12＋18のたすはどのようなことを表していますか。」などと問いかけ，数の意

味や演算の意味などを，図形と関連付けて説明することができるようにするこ

とも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 



 

④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー

ド「面積 14弾」でダウンロードできます。 

 



 

⑤ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年度（令和元年度） 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例（小学校） 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 



令和２年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校理科） 

１ 第４学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物質 エネルギー 生命 地球 

58.8% 
(16 問中 9.4 問) 

3.25% 73.4% 47.2% 77.3% 50.4% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 ※網掛けは，正答率が過去より 5 ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

（１） モンシロチョウの育ち方の順序について書く 短答 94.8% 1.8% 95.9% 1.1% 

（２） 昆虫の体のつくりの共通点を書く 短答 74.5% 1.0%   

（３） ホウセンカを，育つ順に並べる 選択 48.3% 1.1% 57.1% 1.9% 

（４） 
ホウセンカの体のつくりを示した絵から，茎がどこ

かを選択する 
選択 91.5% 1.5% 91.7% 0.7% 

２ 

（１） 台ばかりの目もりを読む 短答 72.2% 1.3%   

（２） 
ランドセルを背負って体重計に乗ったときと図に示さ

れた測り方とを比べて重さがどうなるかを選択する 
選択 74.6% 1.2%   

３ 

（１） 
ソケットを使わずに豆電球に明かりをつけるつな

ぎ方を選択する 
選択 22.6% 1.2%   

（２） 
缶の色がついた表面をどのように変えると電気を

通すようになるかを書く 
記述 66.9% 8.4%   

（３） 磁石につくもの，つかないものの組み合わせを選択する 選択 73.0% 2.1%   

（４） 
冷蔵庫のドアが本体に引き付けられる仕組みについ

て説明した文の空欄に入る，適切な言葉を選択する 
選択 39.9% 2.1%   

４ 

（１） 方位磁針の針の位置から，東の向きを選択する 選択 24.5% 2.4%   

（２） 太陽とかげが，観察後どのように動くかを選択する 選択 70.1% 2.0%   

（３） 地面の温度の正しい測り方を書く 記述 54.7% 10.3%   

（４） 

日なたと日かげの地面の温度変化の違いについて

説明した文の空欄に入る，適切な言葉の組み合わせ

を選択する 

選択 52.3% 3.5%   

５ 

（１） 

日光の重なりと，明るさや温度の関係について，あ

おいさんの予想が正しければどのような結果にな

るかを選択する 

選択 23.5% 3.9% 20.3% 5.3% 

（２） 

日光の重なりと，明るさや温度の関係について，【わ

かったこと】に当てはまる内容を，「明るさ」「温度」

という言葉を使って書く 

記述 57.3% 8.2%   
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【成果と課題】 

・昆虫の育ち方や体のつくり，植物の体のつくりについて改善が見られます。 

・ソケットを使わずに豆電球に明かりをつけるつなぎ方を選択することにつ

いて課題が見られます。 

・方位磁針の適切な操作方法の習得について課題が見られます。 

・経年的な課題である，予想が正しいとすればどのような結果になるのかと

いう結果の見通しを持つ問題について，平成３１年度より 2.5 ポイント改

善されましたが，依然として課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 ３（１）の設問 （正答率：22.6 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 解答類型 

問題 
番号 

解 答 類 型 正答 
正答率 
無解答率 

３ (1) １ ウ と解答しているもの ◎ 22.6％ 

９ 上記以外の解答   

０ 無解答  1.2％ 

 

  ③ 課題の改善に向けた指導のポイント 

    電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方について理解できるよう指導する 

  

 

 

 

 

 

  指導に当たっては，回路ができると電気が通ることを理解できるように指導

します。その際，１個の乾電池と１個の豆電球を導線でつないだときの，つな

ぎ方と豆電球の様子に着目させ，それらを比較しながら，豆電球に明かりがつ

くつなぎ方と明かりがつかないつなぎ方を調べる学習活動を設定します。これ

らの活動を通して，電気の回路についての問題を見いだし，表現するととも

に，回路ができると電気が通り，豆電球に明かりがつくことを捉えられるよう

にすることが大切です。 

  また，導線を乾電池の二つの極以外につないだり，導線と乾電池がつながっ

ていなかったり，回路の一部が切れていたりすると豆電球に明かりがつかない

こともとらえられるようにします。 

 

  

３年生 A 物質・エネルギー（５）電気の通り道 

ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付ける

こと。 

(ア) 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること。 

イ 乾電池と豆電球などのつなぎ方と乾電池につないだ物の様子について追

及する中で，差異点や共通点を基に，電気の回路についての問題を見いだし

表現すること。 



  ④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

  

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先

生のページ」，「学-Viva!!セット（小学校）」内の「理科 第１６弾 電気の通り道 

sri_viva16002」から，ダウンロードできます。sri_viva14003 

 



２ 第５学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物質 エネルギー 生命 地球 

49.0% 
(18 問中 8.8 問) 

6.28% 34.6% 52.9% 64.8% 48.1% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 ※網掛けは，正答率が過去より 5 ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

1 

（１） 
ヘチマを植えかえる時期と方法について，正しい組み

合わせを選択する 
選択 58.4% 0.6% 46.6% 3.9% 

（２） サクラの観察記録カードを，春から順に並べる 選択 71.4% 0.4% 67.5% 2.9% 

（３） 
カブトムシとオオカマキリの冬を越す姿について，正

しい組み合わせを選択する 
選択 64.5% 1.1%   

２ 

（１） 温度計で気温を測る際の正しい条件を選択する 選択 62.9% 0.7% 68.2% 0.4% 

（２） 
１日の気温の変化は，天気によってどのような違いが

あるかを特徴が分かるように，比べて書く 
記述 31.1% 13.6%   

（３） 
ある１日の気温の変化を記録したグラフについて説明した

文の空欄に入る，適切な言葉の組み合わせを選択する 
選択 85.4% 1.2% 87.7% 0.5% 

３ 

（１） 
示された図を回路図で表した際に正しいものを選択

する 
選択 50.7% 1.6% 48.7% 1.0% 

（２） 
検流計の使い方を説明した文の空欄に入る，適切な言

葉を書く 
短答 39.0% 6.1%   

（３） 
たくとさんの予想が正しければ，検流計の針がどのよ

うに振れるかを選択する 
選択 71.7% 3.1%   

（４） 
予想と同じ結果にするためには，乾電池２個をどのよ

うにつなげばよいかを書く 
短答 50.3% 11.4%   

４ 

（１） 「丸底フラスコ（フラスコ）」の名称を書く 短答 62.3% 11.5%   

（２） 

あすかさんの予想が正しいことを確かめるために新

たに加える実験方法とどのような結果になればよい

かの正しい組み合わせを選択する 

選択 20.3% 3.3% 21.0% 2.6% 

（３） 
温度による体積の変わり方について，空気と水の違い

がわかるように説明する 
記述 26.3% 23.3%   

（４） 
温度の違いによる金属の体積変化について説明した

文の空欄に入る，適切な言葉を書く 
短答 29.3% 8.2% 32.5% 7.1% 

５ 

（１） 方位磁針の正しい使い方を選択する 選択 35.1% 3.2%   

（２） 
月を観察するときに建物がかかれている理由につい

て説明した文の空欄に入る，適切な言葉を書く 
短答 48.6% 10.0%   

（３） 
２時間後に満月はどの向きに動くかを選び，その理由

を書く 
記述 21.4% 7.8%   

（４） 星座早見の正しい使い方を選択する 選択 52.5% 5.7%   
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【成果と課題】 

・植物の成長に関する問題について改善が見られます。 

・予想を確かめるための実験方法を選択することに課題が見られます。 

・温度による水と空気の体積変化について，その違いを明確に記述することに

課題が見られます。 

・東の空にある満月が時間の経過により動く向きの理解について課題が見られ

ます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 ３（４）の設問 （正答率：50.3 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 解答類型 

問題 
番号 

解 答 類 型 正答 
正答率 
無解答率 

３ (4) １ 直列 と解答しているもの ◎ 50.3％ 

９ 上記以外の解答  38.3％ 

０ 無解答  11.4％ 

 

  ③ 課題の改善に向けた指導のポイント 

    実験結果を基にして，より妥当な考えに改善できるように指導する 

   

 

 

 

指導に当たっては，予想とその予想から実験結果までを見通し，実験から得

られた結果を照らし合わせて考えることができるようにすることが大切です。 

その際，実験方法を構想する前に予想したことを話し合う場面を取り入れ，

自分と異なる予想をした他者の予想が確かめられた場合に得られる結果の見通

しを共有する学習活動が考えられます。他者の予想と結果の見通しを把握する

ことで，実験後に自分の予想と実験結果とを比べるとき，他者の多様な考えを

振り返り，より妥当な考えに改善できるようにすることが大切です。 

また，実験結果を書き込む際には，あらかじめ結果の見通しも記録できるよ

うにすることで，自分の結果の見通しと実験結果を比較しやすくする工夫も考

えられます。自分の結果の見通しと実験結果が一致すれば，自分の予想が妥当

であると判断でき，不一致の場合は予想，実験方法などを見直し，より妥当な

考えに改善できるようにすることが大切です。 

 

 

  

４年生 A 物質・エネルギー（３）電流の働き 

イ 電流の働きについて追及する中で，既習の内容や生活経験を基に，電流

の大きさや向きと乾電池につないだ物の様子との関係について，根拠のあ

る予想や仮説を発想し，表現すること。 

 



  ④ 課題に対応したワークシート 

 

 

  



 

 

 

  

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生

のページ」，「学 -Viva!!セット（小学校）」内の「理科  第１６弾  回路と電流 

sri_viva14003」から，ダウンロードできます。 

 



  ⑤ 課題の改善に向けた授業例の紹介 

 （１）授業アイデア集より 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （２）理科映像事例集より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「教育課程研究センター『全国学力学習状況調査』」理科映像事例集 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

